
ス
に
な
り
、
思
わ
な
け
れ
ば
何
で

も
な
い
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、

足
が
１
本
無
く
な
っ
た
こ
と
で
、

価
値
観

や
考
え
方

が
変
わ
っ

て
、
人
生

が
ま
す
ま

す
楽
し
く

な
っ
た
。」

と
語
る
。

　

障
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

碍
者
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る

と
は
見
ら
れ
た
く
な
い
。
健
常
者

の
な
か
で
、
自
分
の
障
碍
を
個
性

と
し
て
表
現
し
て
い
る
。
自
分
に

し
か
な
い
も
の
だ
か
ら
、
プ
ラ
ス

に
し
な
く
て
は
も
っ
た
い
な
い
。

足
が
一
本
な
い
ぐ
ら
い
だ
っ
た

ら
、
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
に
も
挑
戦

で
き
る
と
思
う
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
ニ
ュ
ー
ス
の
扱
い
方
を
見
れ

ば
わ
か
る
と
思
う
し
、
自
分
は
も

と
も
と
健
常
者
だ
っ
た
の
で
、
健

常
者
は
障
碍
者
に
は
興
味
が
な
い

ん
だ
と
思
う
。
一
般
の
人
と
一
緒

に
評
価
さ
れ
る
た
め
に
は
、
健
常

者
の
な
か
で
勝
負
し
な
い
と
駄
目

な
ん
だ
。
そ
う
思
っ
て
や
っ
て
き

た
。
自
分
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

オ
ー
ナ
ー
の
鈴
木
隆
太
さ
ん
は

１
９
８
２
年
生
ま
れ
の
30
歳
。
田

原
市
（
旧
渥
美
町
）
で
生
ま
れ
育
っ

た
。
７
歳
の
時
に
母
親
を
亡
く
し

た
も
の
の
、
小
学
校
時
代
は
元

気
い
っ
ぱ
い
で
や
ん
ち
ゃ
な
子
供

だ
っ
た
。

　

17
歳
の
時
鳶
職
を
し
て
お
り
、

通
勤
途
中
に
バ
イ
ク
事
故
で
左
足

切
断
の
重
傷
を
負
う
。
足
を
切
断

す
る
こ
と
で
３
日
間
は
落
ち
込
ん

だ
が
、
そ
の
後
は
前
向
き
に
考
え

る
よ
う
に
な
る
。
医
者
か
ら
は
半

年
入
院
と
言
わ
れ
な
が
ら
３
ヶ
月

で
退
院
。
半
年
後
、
鳶
職
は
諦
め

漁
師
と
な
る
。
そ
の
後
２
０
０
６

年
２
月
、

以
前
か
ら

趣
味
で
革

製
品
を

作
っ
て
い

た
こ
と
も

あ
り
、
現

在
の
場
所

に
レ
ザ
ー

て
や
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
障
碍
者

と
い
う
こ
と
を
周
り
が
評
価
し
て

く
れ
る
な
ら
、
と
こ
と
ん
利
用
し

て
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　

一
般
の
人
た
ち
と
一
緒
に
車
・

バ
イ
ク
・
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
と
何
で
も
や
っ
て
し

ま
う
。
少
し
背
伸
び
を
し
て
自
分

を
見
せ
る
こ
と
で
、
人
の
輪
が
広

が
っ
て
自
分
に
プ
ラ
ス
に
な
る
人

間
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

商
売
を
し
て
い
る
の
で
、
自
分

を
売
る
こ
と
で
人
と
の
出
会
い
が

実
現
す
る
。
自
分
を
認
め
て
も
ら

う
為
に
仕
事
を
し
て
い
る
。
夢
は

も
っ
と
人
前
に
出
る
こ
と
。
目
標

は
フ
ェ
ラ
ー
リ
を
買
う
事
と
か
。

　

今
後
も
鈴
木
さ
ん
の
生
き
方
や

考
え
方
を
、
周
り
の
人
た
ち
、
特

に
子
供
た
ち
に
伝
え
続
け
て
も
ら

い
た
い
。

　

シ
ョ
ッ
プ
を
開
店
す
る
。

　

最
近
、
豊
橋
・
豊
川
な
ど
の
小

学
校
で
講
演
を
お
こ
な
っ
た
。き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
お
客
様
と
し

て
来
店
さ
れ
た
小
学
校
の
先
生
と

話
を
し
て
い
る
う
ち
に
「
是
非
、

子
供
た
ち
に
話
を
し
て
ほ
し
い
」

と
依
頼
さ
れ
た
か
ら
だ
。

　

子
供
た
ち
に
こ
ん
な
話
を
し
た
。

『
ハ
ン
デ
ィ
を
持
っ
て
い
る
子
が
元

気
が
な
く
て
、
み
ん
な
が
元
気
づ

け
た
り
励
ま
し
た
り
し
た
と
き
そ

の
子
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
な
ら

な
か
っ
た
ら
ど
う
思
う
？
』

　
「
離
れ
て
い
く
」（
子
供
た
ち
）

『
そ
う
だ
よ
ね
。
で
も
そ
の
子
が
頑

張
っ
て
い
た
ら
も
っ
と
も
っ
と
興

味
持
っ
て
付
き
合
い
た
く
な
る
よ

ね
。
友
達
が
欲
し
か
っ
た
ら
自
分

が
頑
張
っ
た
り
明
る
く
し
な
い
と

だ
め
な
ん
だ
よ
』

こ
ん
な
ふ
う
に
子
供
た
ち
に
前
向

き
に
生
き
る
こ
と
を
訴
え
る
。

　
「
自
分
の
限
界
は
自
分
で
決
め
て

し
ま
う
。『
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
』
と

思
っ
た
ら
そ
れ
が
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

『
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き
よ
う
』

『ポジティブレザークラフト』
〒 441-3421
田原市田原町新清谷 102-1　タハラプラザ 2F
0531-23-7567
営業時間　12：00 ～ 21：00　（月曜定休）

鈴　

木　

隆　

太　

さ
ん

第１３号 ooK歩 田
原街 平成２４年９月１日（土）

第 13 号
●ポジティブに生きよう
　　　　　　　　～ハンディキャップがあるから前向きに生きる～

●さ
デイサービス

んきゅう～ありがとうをカタチに～
街あるっく田原

発行元 / 株式会社あつまるタウン田原  所在地 / 愛知県田原市田原町萱町 1
TEL/ 0531-24-2345      HP/ http://www.tahara-tmo.com/

●本州最大級「汐川干潟を守る」



－６０年前の汐川干潟の地形－

－現在の汐川干潟の地形－

「本州最大級の
汐川干潟を守る」

●汐川干潟とは ●６０年前の汐川干潟（１９５０年代）

●汐川干潟を再生させよう

－ミサゴ－
留鳥

獲物のボラを
ダイビングして捕獲

－ヒクイナ－
おもに夏鳥として飛来

－ハイイロチュウヒ－
冬鳥として飛来

－汐川干潟より蔵王山を望むー
左手前４羽「オオハクチョウ」　右後方「コハクチョウ」。最近毎年見られる。

－トウネン－
旅鳥として春秋に飛来

－ツバメチドリ－
多くは旅鳥として春秋
に飛来

－コオバシギ－
旅鳥として春秋に飛来

－ケリ－
留鳥

田んぼに仲良し４羽鳥

－キリアイ－
旅鳥として秋に飛来

－キョウジョシギ－
旅鳥として春秋に飛来

－オオタカ成鳥－
留鳥

鋭い眼光
王者の風格

－カンムリカイツブリ－
冬鳥。頭上に冠羽があ
るのが名前の由来

－カワセミ－
留鳥

カラフルでキレイ

－オオソリハシシギ－
旅鳥として春秋に飛来

－オグロシギ－
旅鳥として春秋に飛来

－ウズラシギ－
旅鳥として春秋に飛来

－エリマキシギ－
旅鳥として春秋に飛来

－アオサギ－
留鳥

仲睦まじいカップル？

★留
りゅうちょう

鳥…同じ地域に一年中生息する鳥
★夏

な つ ど り

鳥…春に日本より南の地域から渡ってきて日本で繁殖し、秋には南の地域へ渡って冬を過ごす鳥
★冬

ふゆどり

鳥…春から夏に日本より北の地域で繁殖し、秋に日本へ渡ってきて越冬し、春には北の地域へ戻る鳥
★旅

たびどり

鳥…日本より北で繁殖し、日本より南で越冬し、日本には春の北上と秋の南下の際に立ち寄る鳥

－カラフトアオアシシギ－
数少ない旅鳥として

春と秋に飛来

－クサシギ－
留鳥

－ズグロカモメ－
冬鳥として飛来

夏羽で頭部が黒くなる

－セイタカシギ－
ピンク色の細長い脚

旅鳥又は冬鳥として飛来

－チュウヒ－
留鳥

Ｖ字飛翔が特徴

－タゲリ－
冬鳥として飛来

－ソリハシシギ・ダイゼン－
旅鳥として春秋に飛来

－タマシギ－
おもに夏鳥として飛来
威嚇しているのかな？

－チョウゲンボウ－
冬鳥

カマキリを捕獲

　干潟には川などを通じて有機物なども流入している。田原市民が住んでいる大部分の地域が、汐川干潟の集水域にあたる。私たちが出した「排水」は、すべて汐川干潟に流れ込んでいる
と言っても過言ではない。汐川干潟の水質状況を見ると、干潟の西側（田原市側）で水質が淀み、環境が悪化している。
　本来、干潟は浄化作用をもっている。干潟に棲息するゴカイやチゴガニなどは泥底に穴を掘り、それを通して酸素が底層に供給される。これによって干潟に堆積した有機物は、底生生物
の餌になるとともに、余分なものはバクテリアのはたらきで好気的に分解されれいる。さらに、鳥たちがこれら底生生物を食べ、エネルギーは巡回しているのである。干潟は、私たちの出
したゴミをきれいにし、いわば自然の大清掃工場の役割を果たしている。しかしながら、現状は清掃工場も限界にきている。大切な汐川干潟を再生するために、日々のくらしでの汚濁物排
水を減らし、ゴミを減らしていくことが大事。そして汐川干潟を見て自然に接することで、環境保全の意識を高めていくことが必要なのではないだろうか。

　のどかな里の干潟は１９６０年代になると急速に変容してしまっ
た。経済成長時代に入り工業用地造成がすすめられ、干潟の埋め立て
が日本各地で展開され田原湾もその対象となった。半農半漁生活に見
切りをつけ、近代化を進める農業も急変。構造改善事業推進によって
大規模化を図る。１９６８年には豊川用水が開通し作物も大きく変わ
り、みかん・野菜づくり・畜産用地形成が進んだ。人々の生活が豊か
になり汐川干潟に流れ込む水は栄養分豊富になった。干潟の重要な働
きである浄化作用は限界に達し、ヘドロが浅い海に残ってしまう。多
様な生き物に恵まれた干潟はどうなったか。釣り餌の定番ゴカイ、ア
サリ・ハマグリ等の貝類、ハゼ・ウナギ等もほとんど見つからず、海
藻類も激減している。

　潮が引いてくる干潮時に現れる砂泥の平らな場所で、「干
ひ

潟
がた

」と呼ばれている。
田原市吉胡の中部ポンプ場から下流の汐川河川域と、田原湾内の三河大橋より南に位
置する堤防に囲まれた区域が、一般に「汐川干潟」と呼ばれている。汐川干潟は田原
市と豊橋市に面し、田原市（旧田原町）の開発事業により、面積は１９５０年代の八
分の一に縮小され、約２８０ヘクタール（ナゴヤドーム６０個分）となったが、日本
最大規模の干潟である。
　また、渡り鳥の種類と数においては、全国屈指の飛来地である。１９９６年から
２００１年の調査で１６７種の鳥類の記録があり、その飛来数及び種数は日本の干潟
の中でも群を抜いており、非常に重要な干潟として位置づけられている。

●１９６０年代以降の汐川干潟

　美しい海・豊かな海だった。人と自然が共生する里の干潟だった。
吉胡・童浦の人々の生活は半農半漁。水田や畑の肥料を海から入手し、
海に入り魚や貝を採りノリ養殖をやっていた。干潮時の干潟では子供
達が素手でハゼ・ウナギ・カニ・シャコがたくさんつかめ、満ちた海
は自然のプールとなり、子供達にとって格好の遊び場であった。
　海岸にはシバナ・ハママツナ・葦が生え、浄化作用を発揮していた。
塩性植物群落が分布し、美しい海岸美が保たれ、ハママツナは食べて
も大変美味しかった。

【穏やかな冬の日】

　し　お　　　か　わ　　　　ひ　　　　が　た

（
取
材
協
力
）

　

金
田
紘
泰
（
敬
称
略
）
田
原
市
環
境
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

渡
辺
幸
久
（
敬
称
略
）
東
三
河
野
鳥
同
好
会

（
写
真
提
供
者
）

　

藤
目
仲
生
（
敬
称
略
）
東
三
河
野
鳥
同
好
会



さんきゅう
～デイサービス～

□住田原市神戸町大坪 2-1
☎ 0531-24-1539
サ 9:30-16:45　
□休毎週土・日 ( 盆・年末年始）
定 16 人
□P 10 台

ヤマト運輸 タマコシ

ハーブ薬局
田原店

こもぱん

藤井畳店

食彩ダイニング
くじめ

神戸町

大坪

菜の花内科
クリニック

オオバ不動産

カーマホームセンター

さんきゅう
デイサービス

豊
橋
鉄
道
渥
美
線

　

平
成
17
年
５
月
、
神
戸
町
に
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
「
さ
ん
き
ゅ
う
」
を

開
設
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、要
介
護
・

要
支
援
状
態
と
認
定
さ
れ
た
方

を
、
福
祉
車
両
に
よ
る
送
迎
、
入

浴
、
家
庭
的
な
食
事
、
看
護
師
に

よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
さ
ま
ざ
ま

な
創
作
活
動
な
ど
、
日
常
生
活
の

お
手
伝
い
を
日
帰
り
で
利
用
す
る

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

小
規
模
だ
か
ら
で
き
る
利
用
者
へ

の
心
の
ケ
ア
、
家
族
へ
は
介
護
の

疲
れ
を
癒
し
て
も
ら
う
と
い
う
目

的
も
か
ね
て
い
る
。

　

開
設
し
た
き
っ
か
け
は
、
小
笠

原
建
設
に
入
社
後
し
ば
ら
く
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
建
設
業
を
考
え

た
時
に
、
工
事
量
が
減
っ
て
い
く

時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
何
か

他
の
仕
事
を
と
思
っ
た
時
に
、
高

齢
化
社
会
で
も
あ
り
介
護
の
仕
事

を
や
る
事
を
決
意
。

　

現
在
で
は
大
久
保
町
に
「
一

休
」、
江
比
間
町
に
「
福
助
」
を

開
設
し
、３
店
舗
経
営
し
て
い
る
。

小
笠
原
建
設
で
も
経
理
事
務
を
任

さ
れ
て
お
り
、
忙
し
い
毎
日
を

送
っ
て
い
る
。
施
設
を
利
用
す
る

為
に
は
、「
要
介
護
認
定
」
を
う

け
て
い
な
い
と
利
用
で
き
ず
、
申

請
を
し
て
か
ら
実
際
に
利
用
出
来

る
ま
で
約
１
ヶ
月
も
の
期
間
が
か

か
り
、
す
ぐ
に
利
用
出
来
な
い
事

も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
「
さ
ん
き
ゅ
う
」
で
の
現
在
の

利
用
者
は
80
歳
代
の
女
性
が
９
割

を
占
め
て
お
り
、
身
体
の
不
自
由

な
方
や
認
知
症
の
方
で
、
自
分
で

身
の
回
り
の
事
が
出
来
る
方
が
主

に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
介
護
や
支

援
の
区
分
に
よ
り
利
用
料
金
が
違

う
。
定
員
が
あ
る
た
め
週
１
～
２

回
程
度
の
サ
イ
ク
ル
で
利
用
さ
れ

て
い
る
。

　

冒
頭
で
も
紹
介
し
た
が
、
こ
こ

で
の
一
日
の
流
れ
は
、
朝
の
送
迎

か
ら
始
ま
り
看
護
師
に
よ
る
健
康

チ
ェ
ッ
ク
・
入
浴
・
昼
食
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
体
操
・
送
迎
と

い
っ
た
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
季

節
に
応
じ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

も
あ
り
、
春
に
は
お
や
つ
を
持
っ

て
お
花
見
や
イ
チ
ゴ
狩
り
、
夏
祭

り
や
運
動
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
数

多
く
行
っ
て
い
る
。

　

施
設
内
で
大
変
な
事
は
、
認
知

症
の
方
も
多
く
い
る
た
め
、
利
用

者
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、
利
用
者

の
方
に
厳
し
く
姑
目
線
で
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
る
ス
タ
ッ
フ
も
い
る
と

か
。
施
設
で
の
決
ま
り
は
あ
る

が
、
人
そ
れ
ぞ
れ
生
活
環
境
や
生

ま
れ
た
環
境
が
違
う
事
も
あ
る

が
、
小
規
模
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
お
世
話
を
し
、
帰
宅
時
に

『
楽
し
か
っ
た
よ
。
あ
り
が
と
う
』

と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
心
掛

け
て
い
る
。
笑
顔
で
帰
っ
て
も
ら

い
、
家
族
や
地
域
、
社
会
も
明
る

く
な
っ
て
く
れ
た
ら
。『
今
後
は

安
心
し
て
自
宅
で
生
活
で
き
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
る
体
制
が

出
来
た
ら
良
い
の
だ
が
』
と
思
い

を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

高
齢
化
社
会
と
な
っ
て
い
る
現

代
、
今
後
よ
り
一
層
利
用
し
や
す

い
制
度
に
な

る
事
を
願
い

た
い
。

　有限会社 三九～介護福祉士～

　小笠原 良さん

第１３号 ooK歩 田
原街 平成２４年９月１日（土）

　『ありがとうを
　　　　　カタチに』

プロフィール
1976 年生まれ。大学・専門学校卒業後、建設会社で修業した後、
2003 年小笠原建設興業㈱へ入社。2005 年 5 月に小規模通所介
護施設「デイサービス　さんきゅう（定員 16 名）」を開設する。

machicco
田原の企業・お店で活躍されている方を紹介します！

File
No.9

◎デイサービス　さんきゅう◎

～施設内の様子～
レクリエーションや体操など
手先の運動を採り入れる事で
リハビリ効果にもつながる。

＝大久保町＝
◎デイサービス　一休◎

＝江比間町＝
◎デイサービス　福助◎


